『東大寺諷誦文稿』の浄土 by 小林 真由美
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
浄
土
小
林
真
由
美
一
、
は
じ
め
に
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
章
に
つ
い
て
、
山
田
孝
雄
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
今
こ
の
文
章
を
閲
す
る
に
、
こ
れ
は
首
尾
一
貫
せ
る
文
章
に
あ
ら
ず
。
こ
の
文
は
四
五
十
の
断
章
に
分
ち
て
見
ら
る
べ
く
し
て
、（
そ
の
一
々
の
断
続
は
今
速
か
に
断
定
す
る
を
得
べ
か
ら
ず
）
恐
ら
く
は
法
会
の
為
に
用
ゐ
ら
る
べ
き
表
白
又
は
教
化
の
文
の
例
案
と
し
て
起
草
を
試
み
た
る
も
の
な
る
べ
き
な
り
。
（
山
田
孝
雄
「
東
大
寺
諷
誦
文
并
華
厳
文
義
要
決
解
題
」、
昭
和
十
四
年
）
平
安
初
期
の
写
本
『
華
厳
文
義
要
決
』
の
紙
背
文
書
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
、
九
世
紀
前
半
、
天
長
〜
承
和
年
間
（
八
二
四
〜
八
四
八
）
頃
の
作
成
と
考
え
ら
れ
る
（
１
）。
全
一
巻
３９５
行
は
、
山
田
の
述
べ
る
よ
う
に
首
尾
一
貫
し
た
文
章
で
は
な
く
、
単
語
を
列
挙
し
た
部
分
な
ど
も
あ
る
。
文
章
の
断
続
の
断
定
は
難
し
い
が
、
文
章
の
切
れ
目
を
追
っ
て
い
く
と
、
八
十
前
後
の
章
段
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
章
の
内
容
は
「
法
会
の
為
に
用
ゐ
ら
る
べ
き
表
白
文
ま
た
は
教
化
の
文
の
例
案
」
と
さ
れ
る
通
り
、
多
く
が
法
会
に
関
係
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
藤
本
誠
氏
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
が
執
筆
当
初
、
父
母
追
善
の
法
華
八
講
の
た
め
の
手
控
え
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
推
論
さ
れ
て
い
る
（
２
）。
明
ら
か
に
法
会
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
部
分
は
、
前
半
部
を
中
49
心
に
全
体
の
半
分
程
度
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
部
分
は
、
ご
く
短
い
語
句
だ
け
の
部
分
も
あ
れ
ば
、
十
行
以
上
に
わ
た
っ
て
仏
教
の
教
義
を
解
き
明
か
し
た
章
段
な
ど
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
、
問
の
文
で
は
じ
ま
り
、
答
え
と
な
る
文
が
続
く
章
段
が
複
数
存
在
す
る
。
以
下
に
、
列
挙
す
る
。
Ａ
「
我
等
ヲ
撫
育
シ
タ
マ
ヒ
シ
親
ノ
魂
ハ
、
今
、
何
所
ニ
カ
在
ス
。」（
７５
〜
７９
行
）（
父
母
の
恩
に
つ
い
て
）
Ｂ
「
何
故
ニ
仏
ヲ
无
上
尊
ト
名
ヅ
ク
。」（
１５５
〜
１５６
行
）（
無
上
尊
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
）
Ｃ
「
何
故
ニ
某
（
尺
）
仏
ハ
久
シ
ク
三
界
ノ
火
宅
ヲ
出
タ
マ
ヒ
、
然
ル
モ
ノ
ヲ
反
リ
テ
三
界
ノ
囹
ニ
入
リ
タ
マ
フ
。」（
１８５
〜
１８９
行
）（
菩
薩
の
誓
願
に
つ
い
て
）
ヘ
ダ
ヽ
Ｄ
「
浄
土
ト
穢
土
ト
ノ
隔
リ
ハ
何
ゾ
。」（
１９０
〜
２００
行
）（
浄
土
と
穢
土
に
つ
い
て
）
Ｅ
「
云
何
ニ
シ
テ
カ
人
身
ヲ
得
ム
。」（
３３９
〜
３４９
行
）（
人
身
の
得
難
さ
に
つ
い
て
）
イ
ヅ
Ｆ
「
生
死
ハ
何
ク
従
リ
カ
起
ル
。」（
３５５
〜
３６１
行
）（
無
明
に
つ
い
て
）
Ｇ
「
何
ニ
シ
テ
カ
此
ノ
无
明
ヲ
断
タ
ム
。」（
３６２
〜
３６６
行
）（
無
明
に
つ
い
て
）
Ｈ
「
何
ニ
シ
テ
カ
仏
ト
成
ラ
ム
。」（
３７９
〜
３８８
行
）（
成
仏
の
た
め
の
因
行
に
つ
い
て
）
Ｉ
「
何
故
三
世
仏
ハ
、
菩
提
樹
ノ
下
ニ
シ
テ
成
道
ス
。」（
３８９
〜
３９１
行
）（
金
剛
座
に
つ
い
て
）
以
上
、
九
つ
の
章
段
が
認
め
ら
れ
る
。
Ｅ
〜
Ｉ
が
、
３３９
行
以
降
巻
末
ま
で
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
答
形
式
の
文
章
を
、
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
中
の
一
つ
の
文
章
様
式
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
法
会
次
第
の
中
の
問
答
や
論
議
の
原
稿
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
法
会
と
は
関
係
が
な
く
、
寺
内
の
講
義
な
ど
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
Ｄ
（
１９０
〜
２００
行
）
の
章
段
を
読
み
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
見
ら
れ
る
浄
土
思
想
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
日
本
仏
教
に
お
け
る
浄
土
思
想
は
、
一
般
に
、
浄
土
教
（
阿
弥
陀
仏
の
西
方
極
楽
浄
土
信
仰
）
の
伝
来
と
展
開
を
軸
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
阿
弥
陀
信
仰
は
飛
鳥
時
代
に
伝
来
し
、
奈
良
時
代
に
は
南
都
六
宗
に
お
い
て
浄
土
教
研
究
も
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
本
格
的
な
浄
土
教
発
展
の
契
機
に
な
っ
た
の
は
承
和
十
四
年
（
八
四
八
）
に
帰
朝
し
た
円
50
仁
に
よ
る
常
行
三
昧
の
移
入
で
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
成
立
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
み
ら
れ
る
浄
土
思
想
が
、
浄
土
教
の
受
容
史
に
列
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
思
想
的
系
統
の
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
検
討
し
た
い
。
二
、
法
相
宗
の
仏
身
仏
土
論
Ｄ
（
１９０
〜
２００
行
）
の
章
段
を
、
さ
ら
に
ａ
〜
ｆ
に
七
段
に
区
切
っ
た
。
文
中
の
（
）
は
、
本
文
に
引
か
れ
て
い
る
連
絡
線
の
始
点
と
終
点
で
、（
）
内
の
数
字
は
連
絡
線
番
号
で
あ
る
（
３
）。
ヘ
ダ
ヽ
Ｄ
―
ａ
浄
土
ト
穢
土
ト
ノ
隔
リ
ハ
何
ゾ
。（
１９０
行
）
ｂ
三
毒
有
ル
人
ノ
居
ル
所
ヲ
バ
、
穢
土
ト
名
ヅ
ク
。
三
毒
无
キ
人
ノ
居
ル
所
ヲ
バ
浄
土
ト
名
ヅ
ク
。
煩
悩
所
知
二
障
ヲ
断
テ
ル
人
ノ
得
給
ヒ
タ
ル
躰
ヲ
バ
、
仏
又
如
来
ト
名
ヅ
ク
。
煩
悩
所
知
二
障
ヲ
具
セ
ル
人
ノ
得
タ
ル
躰
ヲ
バ
、
凡
夫
ト
名
ヅ
ク
。（
１９０
〜
１９２
行
）
ｃ
此
ノ
地
ハ
盧
舎
那
如
来
ノ
蓮
華
蔵
世
界
ナ
リ
。（
１９２
行
）
感
ズ
ル
所
ノ
ｄ
我
等
ガ
造
レ
ル
下
劣
ノ
業
ノ
故
ニ
、
山
高
ク
谷
深
ク
、
瓦
礫
、
荊
藪
、
雑
穢
充
満
ス
ル
ト
見
エ
タ
リ
。（
２５
）
此
ノ
世
界
ハ
人
ヘ
ツ
ラ
イ
ツ
ハ
ア
ザ
ム
情
了
戾
ニ
シ
テ
、
曲
リ
諂
ヒ
妄
リ
欺
キ
、
他
人
ニ
ハ
小
ヲ
与
ヘ
悪
ヲ
与
ヘ
、
自
ラ
ハ
大
ヲ
取
リ
吉
ヲ
取
ル
。
己
ノ
短
ヲ
隠
シ
、
他
ノ
短
ヲ
露
ス
。
己
ノ
能
ヲ
顕
シ
、
他
ノ
能
ヲ
隠
ス
。
自
ハ
濁
リ
テ
、
他
ノ
濁
ル
ヲ
憎
ム
。
自
ハ
曲
リ
テ
他
ノ
曲
ル
ヲ
フ
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ハ
、
道
路
曲
リ
、
水
旱
レ
テ
、
就
ラ
ズ
。
毒
虫
、
毒
獸
、
飢
饉
、
刀
兵
、
非
時
ノ
災
ア
リ
テ
、
万
事
不
如
意
ナ
リ
。
（
１９２
〜
１９６
行
）
ｅ
（
２５
）
人
ハ
中
容
ノ
業
ヲ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
山
河
草
木
水
ト
見
ル
。
餓
鬼
ハ
下
劣
ノ
業
ヲ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
ホ
ム
ラ
火
村
ト
見
ル
。
地
獄
ノ
衆
生
ハ
最
下
劣
ノ
業
ヲ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
釼
山
、
刀
林
、（
２６
）
灰
河
、
猛
キ
火
村
（
２６
）
ト
見
ル
。
天
ハ
上
品
ノ
業
ヲ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
瑠
璃
ノ
地
、
（
２７
）
寶
樹
、
寶
池
（
２７
）
ト
見
ル
。
菩
薩
ハ
上
々
品
ノ
業
ヲ
ヨ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
、
百
千
種
ノ
珎
ニ
以
リ
テ
成
ゼ
ラ
レ
タ
ル
七
寶
浄
土
ト
見
ル
云
（
２８
）。（
１９７
〜
２００
行
）
ｆ
（
２８
）
此
ノ
国
ニ
地
獄
ヲ
見
シ
者
、
紀
國
ニ
、
寺
ニ
文
有
リ
。
佃
人
ノ
子
、
走
リ
テ
、
其
ノ
寺
ノ
田
ノ
稲
茎
ヲ
モ
テ
刀
作
ル
云
。
又
冥
報
記
霊
異
記
云
々
。（
２００
行
）
Ｄ
―
ａ
が
問
で
、
Ｄ
―
ｂ
以
下
が
答
え
で
あ
る
。
Ｄ
―
ａ
と
ｄ
の
51
行
頭
に
鉤
点
が
あ
る
。
Ｄ
―
ｆ
は
、
Ｄ
―
ｅ
末
尾
か
ら
短
い
連
絡
線
（
２８
）
で
結
ば
れ
た
、
２００
行
と
２０１
行
の
行
間
の
書
入
れ
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
連
絡
線
は
、
長
い
線
が
一
本
（
１９３
行
か
ら
１９７
行
の
鉤
点
ま
で
の
２５
）、
短
い
線
が
二
本
（
１９８
行
・
１９９
行
の
２６
・
２７
）
引
か
れ
て
い
る
。
Ｄ
―
ｄ
の
「
造
レ
ル
下
劣
ノ
」
は
線
で
囲
ん
だ
見
せ
消
ち
で
あ
る
。
Ｄ
―
ａ
の
「
浄
土
ト
穢
土
ト
ノ
隔
リ
ハ
何
ゾ
」
の
問
い
に
対
し
て
、
Ｄ
―
ｂ
で
は
ま
ず
、「
三
毒
」
の
有
無
に
よ
る
も
の
だ
と
答
え
て
い
る
。「
三
毒
有
ル
人
ノ
居
ル
所
」
が
「
穢
土
」
で
、「
三
毒
无
キ
人
ノ
居
ル
所
」
が
「
浄
土
」
だ
と
い
う
。「
三
毒
」
と
は
、
貪
（
む
さ
ぼ
り
）・
瞋
（
い
か
り
）・
癡
（
お
ろ
か
さ
）
の
三
つ
の
根
本
的
な
煩
悩
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
煩
悩
所
知
二
障
」
を
断
て
る
人
の
「
得
給
ヒ
タ
ル
躰
」
が
仏
で
あ
り
、「
煩
所
知
二
障
」
を
俱
せ
る
人
の
「
得
タ
ル
躰
」
が
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
。「
煩
悩
所
知
二
障
」
と
は
、
悟
り
を
得
る
た
め
の
障
り
と
な
る
「
煩
悩
障
」
と
、
諸
法
の
実
相
を
知
る
た
め
の
障
り
に
な
る
無
智
「
所
知
障
」
の
、
二
つ
の
障
り
の
こ
と
で
あ
る
。
中
田
祝
夫
氏
は
、
傍
線
部
「
煩
悩
所
知
二
障
」
が
『
唯
識
論
』
の
用
語
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
煩
悩
所
知
二
障
は
、
唯
識
論
（
九
）
に
あ
る
語
で
、
唯
識
論
以
外
に
は
な
い
。
二
障
は
、
煩
悩
障
と
所
知
障
と
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
唯
識
論
の
術
語
を
用
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
法
相
宗
の
僧
徒
の
筆
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
（『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
第
一
章
五
節
）
中
田
氏
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
章
の
中
で
、「
煩
悩
所
知
二
障
」
の
他
に
「
住
持
三
宝
」（
４７
行
）、「
同
体
三
宝
」（
３５０
行
）、
「
護
法
」（
１３７
行
）、「
初
時
教
」（
１４６
行
）、「
頓
悟
菩
薩
・
漸
悟
菩
薩
」
（
２０１
行
）、「
八
識
」（
２５４
行
）
が
法
相
唯
識
に
関
係
す
る
語
で
あ
り
、
「
以
上
に
は
、
法
相
宗
関
係
の
僧
徒
の
も
の
か
と
思
わ
せ
る
文
字
が
あ
る
こ
と
を
特
に
指
摘
す
る
」
と
述
べ
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
ヲ
コ
ト
点
法
が
法
相
宗
の
点
法
に
近
い
と
い
う
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
（
４
）。こ
の
よ
う
に
、
筆
者
が
法
相
宗
関
係
の
者
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
唯
識
の
用
語
「
煩
悩
所
知
二
障
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｄ
―
ｂ
の
内
容
が
法
相
宗
の
教
義
に
関
わ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
「
浄
土
」
と
は
「
仏
が
浄
め
た
国
土
」
の
意
で
、
浄
土
に
対
し
て
凡
夫
が
住
む
世
界
を
「
穢
土
」
と
い
う
。
大
乗
仏
教
の
成
仏
思
想
に
お
い
て
、
仏
土
と
仏
身
は
一
体
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
国
土
を
浄
め
る
こ
と
（
浄
仏
国
土
）
は
、
菩
薩
が
仏
と
な
る
た
め
の
52
修
行
（
因
行
）
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
菩
薩
の
因
行
が
成
じ
て
仏
と
な
れ
ば
、
そ
の
仏
菩
薩
が
清
浄
荘
厳
し
た
仏
土
（
浄
土
）
が
建
立
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
仏
諸
菩
薩
そ
れ
ぞ
れ
に
浄
土
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
浄
土
の
概
念
が
生
ま
れ
た
。
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
は
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。
法
相
宗
所
依
の
論
書
『
成
唯
識
論
』
に
は
、
仏
土
が
、
仏
の
「
三
身
」
に
即
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
仏
の
三
身
と
は
、
初
期
大
乗
経
典
に
み
ら
れ
る
仏
の
二
身
（
法
性
そ
の
も
の
を
仏
と
す
る
「
法
身
」
と
、
釈
尊
の
よ
う
に
人
格
と
し
て
現
れ
る
仏
「
色
身
」）
に
、
後
世
、
「
報
身
」（
菩
薩
の
願
行
が
報
い
て
成
っ
た
仏
身
）
と
い
う
第
三
の
概
念
が
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
三
身
説
を
完
成
さ
せ
組
織
づ
け
た
の
は
、
瑜
伽
行
唯
識
学
派
で
あ
る
と
い
う
（
５
）。
そ
の
後
三
身
説
は
諸
経
論
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
訳
出
に
よ
っ
て
名
称
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
『
成
唯
識
論
』
に
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
三
身
で
あ
る
（
６
）。
（
一
）
自
性
身
（
永
遠
不
変
の
絶
対
的
真
理
そ
の
も
の
で
あ
る
仏
身
。
法
身
。
法
界
身
。）
（
二
）
受
用
身
（
菩
薩
の
因
行
に
よ
っ
て
報
わ
れ
、
完
全
な
功
徳
を
備
え
た
仏
身
。
報
身
。
応
身
。
『
成
唯
識
論
』
で
は
、
受
用
身
に
①
自
受
用
身
と
②
他
受
用
身
の
二
種
が
あ
る
と
す
る
。）
（
三
）
変
化
身
（
こ
の
世
に
人
格
と
し
て
現
れ
る
仏
身
。
色
身
。
応
身
。
化
身
。）
（
二
）
の
受
用
身
が
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
四
身
」
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
身
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
土
が
配
さ
れ
て
い
る
。
（
一
）
自
性
身
―
法
性
土
（
無
量
無
辺
の
仏
土
。
浄
土
。）
（
二
）
受
用
身
①
自
受
用
身
―
自
受
用
土
。（
自
利
の
仏
土
。
浄
土
。）
②
他
受
用
身
―
他
受
用
土
。（
利
他
の
仏
土
。
浄
土
。）
（
三
）
変
化
身
―
変
化
土
（
浄
土
や
穢
土
に
変
化
す
る
仏
土
。）
（
一
）
法
性
土
と
（
二
）
①
自
受
用
土
は
仏
の
み
が
存
在
す
る
浄
土
で
、（
二
）
②
他
受
用
土
と
（
三
）
変
化
土
に
は
、
凡
夫
か
ら
菩
薩
ま
で
が
仏
と
共
に
住
ん
で
い
る
。
大
乗
仏
教
で
は
凡
夫
・
二
乗
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（
声
聞
・
縁
覚
）
の
上
に
菩
薩
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
菩
薩
が
初
地
か
ら
十
地
ま
で
の
修
行
を
成
就
し
て
、
至
高
の
存
在
で
あ
る
仏
に
成
る
と
さ
れ
る
。
仏
土
は
、
そ
の
段
階
に
従
っ
て
配
さ
れ
て
い
る
。
（
一
）
法
性
土
―
真
如
と
し
て
の
仏
の
浄
土
。
（
二
）
①
自
受
用
土
―
菩
薩
が
成
仏
し
た
仏
の
浄
土
。
仏
自
ら
が
法
楽
を
受
け
る
（
自
利
）。
②
他
受
用
土
―
他
受
用
身
の
仏
が
、
初
地
か
ら
十
地
ま
で
の
諸
菩
薩
に
法
楽
を
与
え
る
浄
土
（
利
他
）。
（
三
）
変
化
土
―
変
化
身
の
仏
が
、
凡
夫
・
二
乗
た
ち
を
教
化
す
る
世
界
。
凡
夫
で
あ
る
我
々
が
住
む
こ
の
世
界
は
、（
三
）
の
変
化
土
で
あ
る
。『
成
唯
識
論
』
で
は
変
化
土
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
未
登
地
の
有
情
の
所
宜
に
随
っ
て
、
仏
土
を
化
為
す
る
こ
と
、
或
は
浄
に
或
は
穢
に
、
或
は
小
に
或
は
大
に
し
て
、
前
後
改
転
す
。
（『
成
唯
識
論
』
巻
第
十
）
「
未
登
地
」
と
は
、
菩
薩
の
階
程
の
初
地
に
登
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
凡
夫
・
二
乗
の
衆
生
の
こ
と
で
あ
る
。
変
化
身
の
仏
は
、
仏
土
（
変
化
土
）
を
浄
土
に
も
穢
土
に
も
、
小
に
も
大
に
も
、
衆
生
の
機
に
合
わ
せ
て
自
由
自
在
に
化
す
の
で
あ
る
。
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
Ｄ
―
ａ
ｂ
の
問
答
を
、
こ
の
「
変
化
土
」
の
概
念
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ａ
の
「
浄
土
と
穢
土
の
隔
た
り
と
は
何
か
」
の
問
い
に
、
ｂ
は
「
煩
悩
の
有
無
で
あ
る
。
煩
悩
が
有
る
者
に
は
穢
土
、
煩
悩
を
断
っ
た
者
に
は
浄
土
と
な
る
。
（
仏
が
、
我
々
の
心
に
合
わ
せ
て
浄
土
に
も
穢
土
に
も
変
え
る
の
で
あ
る
）」
と
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
仏
土
観
は
、
浄
土
教
の
西
方
極
楽
浄
土
の
よ
う
に
他
界
と
し
て
想
定
さ
れ
た
来
世
浄
土
と
は
、
別
種
の
浄
土
観
で
あ
る
。
浄
土
教
は
阿
弥
陀
仏
の
西
方
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
説
く
教
え
で
、
紀
元
一
〇
〇
年
頃
に
イ
ン
ド
で
成
立
し
、
五
世
紀
頃
か
ら
中
国
で
興
隆
し
た
。
日
本
に
は
飛
鳥
時
代
に
伝
え
ら
れ
、
奈
良
時
代
に
は
阿
弥
陀
仏
像
の
造
像
例
が
増
え
て
南
都
の
各
宗
で
も
浄
土
三
部
経
の
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
安
時
代
に
入
り
、
前
述
の
よ
う
に
、
円
仁
の
常
行
三
昧
の
移
入
を
契
機
と
し
て
、
浄
土
教
は
天
台
宗
を
中
心
に
急
速
に
発
展
し
、
十
世
紀
に
は
貴
族
生
活
に
も
深
く
浸
透
し
、
民
衆
教
化
も
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
来
世
浄
土
は
、
西
方
極
楽
浄
土
以
外
に
も
東
西
南
北
に
想
定
さ
れ
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て
お
り
、
他
に
諸
菩
薩
の
浄
土
な
ど
も
あ
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
中
に
も
、「
命
終
ニ
臨
ム
時
ニ
ハ
、
浄
瑠
璃
浄
土
ニ
往
生
セ
ム
」
（
１１０
行
）
や
、「
誠
ヲ
至
シ
テ
補
陀
ノ
主
ニ
帰
シ
」（
６２
行
）
な
ど
の
文
句
が
見
え
る
。「
浄
瑠
璃
浄
土
」
は
薬
師
仏
の
浄
土
で
、「
補
陀
」
と
は
観
音
菩
薩
の
補
陀
落
浄
土
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｄ
で
述
べ
ら
れ
る
仏
土
は
、
来
世
に
往
生
す
る
浄
土
で
は
な
く
、
我
々
の
心
の
あ
り
方
に
合
わ
せ
て
こ
の
世
界
が
変
化
す
る
と
い
う
仏
土
で
、
浄
土
教
と
は
別
系
統
の
浄
土
思
想
で
あ
る
。
Ｄ
―
ｂ
で
は
続
い
て
、「
煩
悩
所
知
二
障
」
の
俱
せ
る
人
が
得
た
「
躰
」
が
凡
夫
で
、
断
っ
た
人
の
得
た
「
躰
」
が
仏
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
浄
土
―
穢
土
と
、
仏
の
「
躰
」
―
凡
夫
の
「
躰
」
が
対
応
し
て
い
て
、「
仏
土
」
と
「
仏
身
」
を
一
体
の
も
の
と
し
て
論
じ
る
思
想
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
法
相
宗
の
教
義
書
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
は
「
仏
土
章
」
を
立
て
て
、『
成
唯
識
論
』『
仏
地
経
』
な
ど
を
引
い
て
仏
の
四
身
と
四
土
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
変
化
土
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。四
に
変
化
身
、
変
化
土
に
依
る
。
此
れ
経
に
云
ふ
所
の
広
厳
城
に
住
す
る
な
り
。
初
の
三
身
の
土
は
唯
だ
浄
に
し
て
穢
に
非
ず
。
後
の
変
化
土
は
浄
及
び
穢
に
通
ず
。
十
地
の
菩
薩
の
為
め
に
、
身
及
び
土
を
現
ず
る
は
穢
に
非
ず
。
唯
だ
浄
な
り
。
地
前
の
菩
薩
と
二
乗
衆
と
の
為
め
に
現
ず
る
は
浄
及
び
穢
に
通
ず
。
若
し
分
別
の
煩
悩
及
び
所
知
障
未
だ
尽
き
ず
、
未
だ
二
空
真
如
を
証
せ
ざ
る
者
の
為
め
に
現
ず
る
所
の
身
土
は
或
は
浄
、
或
は
穢
な
り
。
若
し
二
の
分
別
障
尽
き
た
る
と
及
び
已
に
二
空
を
証
す
る
者
の
た
め
に
現
ず
る
所
の
身
土
は
必
ず
是
れ
浄
な
る
が
故
に
。
（『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
七
之
末
、
仏
土
章
）
二
重
傍
線
部
「
未
だ
二
空
真
如
を
証
せ
ざ
る
者
」
の
「
二
空
」
は
、
「
我
」
の
空
と
「
法
」
の
空
の
こ
と
で
、「
二
空
真
如
を
証
」
す
と
は
、
「
我
」
も
「
法
」
も
空
で
あ
る
と
い
う
真
実
を
悟
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
だ
煩
悩
所
知
障
が
尽
き
ず
、
真
理
を
悟
ら
な
い
者
の
た
め
に
現
ず
る
仏
身
と
仏
土
は
、
浄
或
い
は
穢
。
煩
悩
所
知
障
が
尽
き
、
真
理
を
悟
っ
た
者
の
た
め
に
現
ず
る
の
は
、
必
ず
浄
で
あ
る
と
い
う
。
「
煩
悩
所
知
二
障
」
の
有
無
と
、
仏
身
仏
土
の
浄
穢
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
Ｄ
の
問
答
と
の
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
三
、
盧
舎
那
仏
と
三
身
Ｄ
―
ｃ
此
ノ
地
ハ
盧
舎
那
如
来
ノ
蓮
華
蔵
世
界
ナ
リ
。
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「
盧
舎
那
如
来
」（Vairocana
）
は
、
太
陽
を
神
格
化
し
た
仏
で
あ
る
。
旧
訳
『
華
厳
経
』『
梵
網
経
』
な
ど
で
は
「
盧
舎
那
仏
（
如
来
）」、
新
訳
『
華
厳
経
』
な
ど
で
は
「
盧
舎
那
仏
（
如
来
）」、
密
教
で
は
「
大
日
如
来
」「
光
明
遍
照
」
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
。「
盧
舎
那
仏
（
盧
舎
那
仏
）」
は
華
厳
宗
の
本
尊
で
あ
り
、
東
大
寺
の
大
仏
と
し
て
有
名
で
あ
る
（
７
）。
「
蓮
華
蔵
世
界
」
と
は
、『
華
厳
経
』
に
よ
る
と
、
盧
舎
那
如
来
の
大
願
と
修
行
に
よ
り
荘
厳
し
た
世
界
で
あ
る
と
い
う
。
此
の
華
蔵
荘
厳
の
世
界
海
は
是
れ
盧
舎
那
如
来
往
昔
に
世
界
海
微
塵
数
の
劫
に
於
て
菩
薩
の
行
を
修
せ
し
時
、
一
一
の
劫
の
中
に
世
界
海
微
塵
数
の
仏
に
親
近
し
て
、
一
一
の
仏
の
所
に
て
浄
く
世
界
海
微
塵
数
の
大
願
を
修
し
て
厳
浄
せ
し
所
な
り
。
（
新
訳
『
華
厳
経
』
巻
第
八
、
華
蔵
世
界
品
）
『
華
厳
経
』
の
世
界
観
で
は
、
世
界
の
底
に
風
輪
が
あ
り
、
そ
の
上
に
香
水
海
が
あ
り
、
そ
の
中
に
大
蓮
華
に
蔵
さ
れ
た
「
蓮
華
蔵
世
界
」
が
あ
る
。
こ
の
「
蓮
華
蔵
世
界
」
は
無
数
の
世
界
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
中
央
に
二
十
重
に
重
な
り
合
う
世
界
が
あ
り
、
そ
の
周
り
に
無
数
の
世
界
が
網
の
よ
う
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
仏
は
そ
れ
ら
の
無
数
の
世
界
の
一
つ
一
つ
に
存
在
す
る
と
い
う
。
『
梵
網
経
』
で
は
「
蓮
華
台
蔵
世
界
」
と
呼
ぶ
。
中
央
の
蓮
華
台
に
盧
舎
那
仏
が
坐
し
、
周
り
に
千
の
葉
が
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
葉
の
中
に
百
億
の
世
界
が
あ
る
と
す
る
。
盧
舎
那
仏
は
、
千
葉
の
世
界
に
千
の
化
身
（
釈
迦
）
と
し
て
現
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
釈
迦
が
百
億
の
化
身
（
釈
迦
）
と
な
っ
て
す
べ
て
の
世
界
に
現
れ
る
と
い
う
。
東
大
寺
の
大
仏
の
蓮
弁
に
描
か
れ
た
世
界
観
で
あ
る
。
Ｄ
―
ｂ
を
う
け
て
解
釈
す
る
と
、
Ｄ
―
ｃ
「
盧
舎
那
如
来
ノ
蓮
華
蔵
世
界
ナ
リ
」
の
場
合
は
、『
華
厳
経
』
ま
た
は
『
梵
網
経
』
に
よ
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
蓮
華
蔵
世
界
の
概
念
を
取
り
入
れ
た
法
相
宗
の
仏
身
仏
土
観
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
法
相
宗
で
は
、
盧
舎
那
仏
と
盧
舎
那
仏
を
、
訳
の
違
い
で
は
な
く
別
の
仏
身
と
し
て
区
別
し
、
盧
舎
那
仏
・
盧
舎
那
仏
・
釈
迦
牟
尼
仏
を
仏
の
三
身
と
し
て
い
る
（
８
）。
瓔
珞
経
に
云
は
く
、
盧
舎
那
仏
は
是
れ
法
身
な
り
。
盧
舎
那
仏
は
是
れ
受
用
身
な
り
。
釈
迦
牟
尼
仏
は
是
れ
化
身
な
り
。
故
に
是
の
説
を
作
す
。
（『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
七
之
末
、
仏
土
章
）
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
（
一
）
自
性
身
（
法
身
・
法
界
身
）＝
盧
舎
那
仏
（
二
）
受
用
身
（
報
身
）＝
盧
舎
那
仏
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（
三
）
変
化
身
（
化
身
・
応
身
）＝
釈
迦
牟
尼
仏
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
仏
土
章
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。（一
）
法
性
土
（
自
性
身
）
―
真
如
の
理
そ
の
も
の
で
あ
り
、
無
量
無
辺
、
虚
空
の
如
し
。
（
二
）
①
自
受
用
土
（
自
受
用
身
）
―
成
仏
し
た
菩
薩
が
荘
厳
し
た
、
無
量
無
辺
の
仏
土
。
②
他
受
用
土
（
他
受
用
身
）
―
初
地
〜
十
地
の
菩
薩
の
た
め
の
仏
土
。
蓮
華
座
に
盧
舎
那
仏
が
坐
し
、
ま
わ
り
に
無
数
の
世
界
が
あ
り
、
そ
の
数
だ
け
の
化
身
の
仏
が
い
る
。
初
地
か
ら
十
地
ま
で
の
階
程
に
よ
っ
て
、
見
え
る
世
界
と
仏
の
数
が
異
な
る
。
（
三
）
変
化
土
―
凡
夫
二
乗
の
衆
生
が
住
み
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
化
す
世
界
。
衆
生
に
合
わ
せ
て
世
界
を
浄
穢
、
大
小
に
変
化
さ
せ
、
不
定
で
あ
る
。
（
二
）
②
の
他
受
用
土
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
初
地
の
菩
薩
が
見
る
世
界
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
初
地
の
菩
薩
は
、
一
百
箇
百
億
の
化
仏
、
一
の
受
用
身
を
見
る
。
受
用
身
は
、
一
の
大
宝
蓮
華
台
に
居
す
。
葉
に
百
葉
有
り
。
葉
は
即
ち
三
千
大
千
世
界
な
り
。
一
の
受
用
仏
を
盧
舎
那
と
名
づ
く
。
百
箇
の
百
億
の
化
仏
を
名
づ
け
て
釈
迦
と
為
す
。
一
の
盧
舎
那
の
身
を
離
れ
ず
し
て
、
衆
の
釈
迦
有
り
。
（『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
七
之
末
、
仏
土
章
）
以
下
、
菩
薩
の
段
階
が
上
が
る
に
し
た
が
っ
て
見
え
る
世
界
と
化
仏
は
増
え
て
い
き
、
無
数
と
も
言
え
る
数
に
の
ぼ
っ
て
い
く
。
中
央
の
蓮
華
台
に
受
用
身
で
あ
る
盧
舎
那
仏
が
坐
し
、
周
囲
を
無
数
の
世
界
（
変
化
土
）
が
と
り
ま
い
て
い
る
の
が
、
他
受
用
土
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、（
三
）
の
変
化
土
は
、（
二
）
の
受
用
土
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
変
化
土
に
住
む
衆
生
に
は
自
分
の
い
る
世
界
し
か
見
え
な
い
が
、
実
は
そ
の
世
界
は
、
受
用
身
の
仏
の
周
り
に
無
数
に
存
在
す
る
変
化
土
の
中
の
一
つ
の
世
界
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
無
数
の
変
化
土
を
総
括
す
る
受
用
土
、
そ
れ
が
盧
舎
那
仏
の
「
蓮
華
蔵
世
界
」
で
あ
る
。
我
々
の
住
む
世
界
は
、
蓮
華
蔵
世
界
の
一
部
で
あ
る
。
Ｄ
―
ｃ
「
此
ノ
地
ハ
盧
舎
那
如
来
ノ
蓮
華
蔵
世
界
ナ
リ
」
は
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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四
、
心
浄
土
浄
感
ズ
ル
所
ノ
Ｄ
―
ｄ
我
等
ガ
造
レ
ル
下
劣
ノ
業
ノ
故
ニ
、
山
高
ク
谷
深
ク
、
瓦
礫
、
荊
藪
、
雑
穢
充
満
ス
ル
ト
見
エ
タ
リ
。（
２５
）
此
ノ
世
ヘ
ツ
ラ
イ
ツ
ハ
ア
ザ
ム
界
ハ
人
情
了
戾
ニ
シ
テ
、
曲
リ
諂
ヒ
妄
リ
欺
キ
、
他
人
ニ
ハ
小
ヲ
与
ヘ
悪
ヲ
与
ヘ
、
自
ラ
ハ
大
ヲ
取
リ
吉
ヲ
取
ル
。
己
ノ
短
ヲ
隠
シ
、
他
ノ
短
ヲ
露
ス
。
己
ノ
能
ヲ
顕
シ
、
他
ノ
能
ヲ
隠
ス
。
自
ハ
濁
リ
テ
、
他
ノ
濁
ル
ヲ
憎
ム
。
自
ハ
曲
リ
テ
、
他
ノ
曲
ル
ヲ
フ
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ハ
、
道
路
曲
リ
、
水
旱
レ
テ
、
就
ラ
ズ
。
毒
虫
、
毒
獸
、
飢
饉
、
刀
兵
、
非
時
ノ
災
ア
リ
テ
、
万
事
不
如
意
ナ
リ
。（
１９２
〜
１９６
行
）
ｅ
「（
２５
）
人
ハ
中
容
ノ
業
ヲ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
山
河
草
木
水
ト
見
ル
。
餓
鬼
ハ
下
劣
ノ
業
ヲ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
ホ
ム
ラ
火
村
ト
見
ル
。
地
獄
ノ
衆
生
ハ
最
下
劣
ノ
業
ヲ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
釼
山
、
刀
林
、（
２６
）
灰
河
、
猛
キ
火
村
（
２６
）
ト
見
ル
。
天
ハ
上
品
ノ
業
ヲ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
瑠
璃
ノ
地
、
（
２７
）
寶
樹
、
寶
池
（
２７
）
ト
見
ル
。
菩
薩
ハ
上
々
品
ノ
業
ヲ
ヨ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
、
百
千
種
ノ
珎
ニ
以
リ
テ
成
ゼ
ラ
レ
タ
ル
七
寶
浄
土
ト
見
ル
云
（
２８
）。（
１９７
〜
２００
行
）
Ｄ
―
ｄ
で
は
、「
我
等
ガ
造
レ
ル
下
劣
ノ
業
ノ
感
ズ
ル
所
」
の
た
め
に
、
こ
の
世
界
は
「
山
高
ク
谷
深
ク
、
瓦
礫
、
荊
藪
、
雑
穢
充
満
ス
ル
ト
見
」
え
る
と
い
う
。「
下
劣
ノ
業
」
と
は
、「
人
情
了
戾
ニ
シ
ヘ
ツ
ラ
イ
ツ
ハ
ア
ザ
ム
テ
、
曲
リ
諂
ヒ
妄
リ
欺
キ
、
他
人
ニ
ハ
小
ヲ
与
ヘ
悪
ヲ
与
ヘ
、
自
ラ
ハ
大
ヲ
取
リ
吉
ヲ
取
ル
」
で
あ
る
。
『
維
摩
経
』
の
仏
国
品
に
、「
山
高
ク
谷
深
ク
、
瓦
礫
、
荊
藪
、
雑
穢
充
満
ス
ル
ト
見
エ
タ
リ
」
に
似
た
く
だ
り
が
あ
る
。
仏
は
、
長
者
の
子
宝
積
に
菩
薩
の
浄
土
の
行
を
説
き
、「
其
の
心
の
浄
き
に
随
ひ
て
則
ち
仏
土
も
浄
か
る
べ
し
」
と
語
っ
た
。
し
か
し
、
仏
弟
子
の
舎
利
弗
に
は
浄
土
で
は
な
く
、「
丘
陵
・
坑
坎
・
荊
棘
・
み
た
沙
礫
・
土
石
・
諸
山
・
穢
悪
も
て
充
満
さ
れ
た
り
」
と
見
え
た
。
螺
髻
梵
は
、
舎
利
弗
に
は
心
に
高
下
が
あ
っ
て
仏
の
智
慧
に
よ
ら
な
い
の
で
、
浄
土
が
見
え
な
い
の
だ
と
諭
し
た
。
仏
は
、
足
の
指
で
地
面
を
押
し
、
た
ち
ま
ち
浄
土
を
出
現
さ
せ
た
。
舎
利
弗
言
く
、「
我
れ
此
の
土
を
見
る
に
、
丘
陵
・
坑
坎
・
荊
み
た
棘
・
沙
礫
・
土
石
・
諸
山
・
穢
悪
も
て
充
満
さ
れ
た
り
」
と
。
な
ん
じ
螺
髻
梵
言
く
、「
仁
者
心
に
高
下
有
り
て
仏
の
慧
に
依
ら
ざ
る
け
が
れ
が
故
に
、
此
の
土
を
見
て
不
浄
た
り
と
為
す
の
み
。
舎
利
弗
、
菩
薩
は
一
切
衆
生
に
於
て
悉
く
皆
平
等
に
し
て
、
深
心
清
浄
な
58
り
。
仏
の
智
慧
に
依
れ
ば
、
則
ち
能
く
此
の
仏
土
の
清
浄
な
るお
を
見
る
べ
し
」
と
。
是
に
於
い
て
仏
、
足
の
指
を
以
て
地
を
按
し
た
ま
ふ
に
、
即
時
に
三
千
大
千
世
界
、
若
干
百
千
の
珍
宝
を
も
て
厳
飾
ら
る
る
こ
と
、
譬
へ
ば
、
宝
荘
厳
仏
の
無
量
功
徳
宝
荘
厳
土
の
如
し
。
一
切
の
大
衆
、
未
曾
有
な
り
と
歎
じ
つ
つ
、
而
も
皆
、
自
ら
宝
の
蓮
華
に
坐
せ
る
を
見
た
り
。
（『
維
摩
詰
所
説
経
』
巻
上
、
仏
国
品
）
『
維
摩
経
』
の
中
で
も
有
名
な
一
節
で
、「
其
の
心
の
浄
き
に
随
ひ
て
則
ち
仏
土
も
浄
か
る
べ
し
」
の
仏
の
言
葉
は
、
漢
音
で
「
心
浄
土
浄
」「
随
心
浄
則
仏
土
浄
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
我
々
の
住
む
国
土
は
本
来
浄
土
で
あ
る
と
す
る
『
維
摩
経
』
の
浄
土
観
は
、
大
乗
仏
教
圏
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
法
相
唯
識
の
三
身
説
の
変
化
土
や
、
浄
土
教
の
唯
心
浄
土
な
ど
も
、
そ
う
し
た
浄
土
観
を
基
調
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
仏
土
章
の
変
化
土
の
項
目
に
は
、『
維
摩
経
』
の
異
訳
『
説
無
垢
称
経
』（
玄
奘
訳
）
が
引
か
れ
て
い
る
。
其
の
変
化
の
土
は
、
或
は
浄
、
或
は
穢
、
或
は
小
、
或
は
大
、
前
後
改
転
し
て
、
亦
定
限
な
し
。
所
宜
に
生
じ
て
一
時
に
現
ず
る
が
故
に
。
無
垢
称
経
に
、
仏
足
指
を
以
て
大
千
界
を
按
ず
る
に
浄
く
、
無
垢
将
に
至
ら
ん
と
し
て
、
預
め
夜
一
城
を
変
じ
て
浄
と
為
す
。（『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
七
之
末
、
仏
土
章
）
『
維
摩
詰
所
説
経
』
で
は
、
そ
の
後
仏
が
舎
利
弗
に
、
「
我
が
仏
国
土
の
、
常
に
浄
き
こ
と
此
の
若
し
。
斯
の
下
劣
の
人
を
度
せ
ん
と
欲
す
る
が
為
の
故
に
、
是
ノ
衆
悪
不
浄
の
土
を
示
す
の
み
」
（『
維
摩
詰
所
説
経
』
巻
上
、
仏
国
品
）
と
語
っ
た
。
傍
線
部
「
下
劣
の
人
」
が
、
Ｄ
―
ｄ
の
「
我
等
カ
造
レ
ル
下
劣
ノ
業
ノ
感
ズ
ル
所
ノ
故
ニ
」
に
共
通
す
る
。
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
Ｄ
の
問
答
の
浄
土
観
は
、『
維
摩
経
』
の
心
浄
土
浄
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
仏
は
仏
国
土
（
変
化
土
）
を
、
下
劣
の
衆
生
に
は
教
化
の
た
め
に
穢
土
と
し
て
見
せ
、
心
の
清
浄
な
る
者
た
ち
に
は
本
来
の
浄
土
を
見
せ
る
。
今
、
我
々
が
こ
の
世
界
を
雑
穢
に
満
ち
、
人
情
が
曲
が
り
く
ね
っ
た
世
界
と
見
る
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
自
分
自
身
が
造
っ
た
下
劣
の
業
の
せ
い
な
の
で
あ
る
。
Ｄ
―
ａ
の
「
浄
土
ト
穢
土
ト
ノ
隔
タ
リ
」
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、
心
の
あ
り
方
ひ
と
つ
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。Ｄ
―
ｅ
で
は
、
次
の
よ
う
に
世
界
を
五
段
階
に
分
類
し
て
い
る
。
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①
地
獄
（
最
下
劣
業
）
②
餓
鬼
（
下
劣
業
）
③
人
（
中
容
業
）
④
天
（
上
品
業
）
⑤
菩
薩
（
上
々
品
業
）
人
の
業
を
「
下
劣
」
で
は
な
く
「
中
容
」
と
し
て
い
る
点
が
、
Ｄ
―
ｄ
と
相
違
し
て
い
る
。
Ｄ
―
ｄ
の
「
下
劣
ノ
業
ノ
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
の
は
、
Ｄ
―
ｅ
に
合
わ
せ
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
本
文
は
Ｄ
―
ｄ
の
終
り
で
改
行
さ
れ
、
Ｄ
―
ｅ
の
頭
に
鉤
点
が
あ
り
、
文
章
の
区
切
り
が
示
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
―
ａ
〜
ｄ
を
は
じ
め
に
書
か
れ
た
第
一
稿
と
す
る
と
、
Ｄ
―
ｅ
の
鉤
点
以
後
が
、
そ
の
後
に
第
二
稿
と
し
て
書
き
足
さ
れ
た
部
分
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
第
二
稿
の
文
章
は
、
Ｄ
―
ｄ
の
「
雑
穢
充
満
」
の
下
か
ら
、
Ｄ
―
ｅ
へ
と
連
絡
線
（
２５
）
に
よ
っ
て
つ
な
げ
ら
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
、
内
容
に
合
わ
せ
て
「
下
劣
ノ
業
ノ
」
が
削
除
さ
れ
、「
感
ズ
ル
所
ノ
」
を
書
き
加
え
る
と
い
う
修
正
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
稿
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
に
な
る
だ
ろ
う
。
短
い
連
絡
線
（
２６
）
と
（
２７
）
は
、
文
章
の
長
短
の
調
整
の
た
め
な
ど
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
Ｄ
―
ｃ
〜
ｅ
）
此
ノ
地
ハ
盧
舎
那
如
来
ノ
蓮
華
蔵
世
界
ナ
リ
。
我
等
ガ
業
ノ
感
ズ
ル
所
ノ
故
ニ
、
山
高
ク
谷
深
ク
、
瓦
礫
、
荊
藪
、
雑
穢
ガ
充
満
ス
ル
ト
見
エ
タ
リ
。
人
ハ
中
容
ノ
業
ヲ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
、
山
河
草
木
水
ト
見
ル
。
餓
鬼
ハ
下
劣
ノ
業
ヲ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
火
村
ト
見
ル
。
地
獄
ノ
衆
生
ハ
最
下
劣
ノ
業
ヲ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
釼
山
、
刀
林
（
２６
）
灰
河
、
猛
キ
火
村
（
２６
）
ト
見
ル
。
天
ハ
上
品
ノ
業
ヲ
造
リ
、
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
瑠
璃
ノ
地
、
（
２７
）
寶
樹
、
寶
池
（
２７
）
ト
見
ル
。
菩
薩
ハ
上
々
品
業
ヲ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
、
百
千
種
ノ
珎
ニ
以
リ
テ
成
ゼ
ラ
レ
タ
ル
七
寶
浄
土
ト
見
ル
云
。
最
下
劣
の
業
を
造
る
地
獄
の
衆
生
は
「
此
ノ
世
界
ヲ
」「
釼
山
、
刀
林
ト
見
」、
上
々
品
業
を
造
る
菩
薩
は
、「
此
ノ
世
界
ヲ
」「
七
寶
浄
土
ト
見
ル
」。
傍
線
部
の
よ
う
に
、「
此
ノ
世
界
」
を
「
見
ル
」
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
浄
土
と
穢
土
の
隔
た
り
と
は
、「
こ
の
世
界
」
が
ど
う
「
見
え
る
」
か
と
い
う
問
題
な
の
で
あ
る
。
Ｄ
―
ｄ
ｅ
は
、
法
相
宗
の
仏
土
論
に
よ
る
「
変
化
土
」
を
、
わ
か
り
や
す
く
具
体
的
に
解
き
明
か
し
た
文
章
だ
と
思
わ
れ
る
。
地
獄
も
浄
土
も
人
間
界
も
、
実
は
、
仏
が
仏
土
を
衆
生
教
化
の
た
め
に
変
現
さ
せ
て
い
る
だ
け
に
す
ぎ
ず
、
心
の
あ
り
方
次
第
で
こ
の
世
界
が
七
60
宝
浄
土
に
も
地
獄
に
も
見
え
る
の
だ
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
五
、
地
獄
ヲ
見
シ
者
Ｄ
―
ｆ
は
、
２００
行
の
傍
ら
に
小
書
き
さ
れ
て
い
る
一
行
で
、
１９９
行
の
「
七
寶
浄
土
ト
見
ル
云
」
か
ら
連
絡
線
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
。
此
ノ
国
ニ
地
獄
ヲ
見
シ
者
、
紀
国
ニ
、
寺
ニ
文
有
リ
。
佃
人
ノ
子
、
走
リ
テ
、
其
ノ
寺
ノ
田
ノ
稲
茎
ヲ
モ
テ
刀
作
ル
云
。
又
冥
報
記
霊
異
記
云
々
。
Ｄ
―
ｅ
の
各
世
界
を
「
見
ル
」
と
い
う
内
容
か
ら
、
こ
の
国
で
地
獄
を
「
見
シ
」
者
は
、
と
続
い
て
い
る
。
説
話
の
冒
頭
の
よ
う
で
、
『
日
本
霊
異
記
』
説
話
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
藤
本
誠
氏
は
、「
こ
の
説
話
が
直
前
の
内
容
の
例
証
話
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
９
）。
Ｄ
の
変
化
土
の
文
脈
か
ら
推
測
す
る
な
ら
、「
地
獄
ヲ
見
シ
」
と
は
、
あ
る
者
が
死
ん
で
地
獄
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
世
界
で
生
き
な
が
ら
地
獄
を
「
見
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
寺
ノ
文
」
に
よ
る
と
、
紀
国
の
佃
人
の
子
供
が
、
寺
の
田
の
稲
茎
で
刀
を
作
っ
た
と
い
う
。
寺
の
も
の
を
盗
む
の
は
大
き
な
罪
で
あ
り
、
大
乗
戒
で
は
殺
生
の
道
具
で
あ
る
刀
を
持
つ
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
る
（
１０
）。
こ
の
子
ど
も
は
、
遊
び
と
は
い
え
悪
業
を
お
か
し
た
た
め
に
、
こ
の
世
で
地
獄
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
説
話
だ
っ
た
の
あ
ろ
う
。
Ｄ
―
ｆ
末
尾
に
「
冥
報
記
霊
異
記
云
」
と
あ
る
。『
冥
報
記
』
は
唐
臨
撰
『
冥
報
記
』
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
霊
異
記
』
は
『
日
本
霊
異
記
』
で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な
い
と
い
わ
れ
る
（
１１
）。『
冥
報
記
』
は
、
死
後
の
冥
界
を
語
る
説
話
集
で
あ
り
、『
日
本
霊
異
記
』
も
輪
廻
転
生
に
も
と
づ
く
応
報
観
に
も
と
づ
く
説
話
集
な
の
で
、
地
獄
は
死
後
に
生
ま
れ
変
わ
る
世
界
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
話
、
こ
の
現
世
で
本
人
だ
け
に
地
獄
の
業
火
が
見
え
た
と
い
う
説
話
が
あ
る
。
和
泉
国
の
男
は
、
い
つ
も
鳥
の
卵
を
手
に
入
れ
て
は
煮
て
食
べ
て
い
た
。
天
平
勝
宝
六
年
三
月
に
、
見
知
ら
ぬ
兵
士
に
召
さ
れ
て
連
れ
て
行
か
れ
、
麦
畑
に
押
し
入
れ
ら
れ
た
。「
畠
一
町
余
に
麦
二
尺
ば
お
き
び
か
り
生
ふ
。
眼
に
は
爝
火
を
見
、
足
を
践
む
こ
と
間
無
く
」、
走
り
回
り
、
熱
い
熱
い
と
泣
き
叫
ん
だ
。
村
人
に
助
け
出
さ
れ
て
見
て
み
る
と
、
脛
の
肉
が
焼
け
た
だ
れ
落
ち
、
骨
だ
け
が
残
っ
て
い
た
。
一
日
経
っ
て
男
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
（
中
巻
「
常
に
鳥
の
卵
を
煮
て
食
ひ
て
現
に
悪
し
き
死
の
報
を
得
る
縁
」
第
十
）
悪
業
を
犯
し
た
者
が
、
地
獄
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
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こ
の
世
で
地
獄
を
「
見
た
」
と
い
う
、
心
浄
土
浄
や
変
化
土
の
仏
土
観
に
通
じ
る
と
こ
ろ
の
あ
る
説
話
で
あ
る
。
こ
の
説
話
を
ふ
ま
え
る
と
、
２００
行
の
書
入
れ
は
次
の
よ
う
に
読
め
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
此
国
見
地
獄
者
紀
国
有
文
寺
佃
人
子
走
其
寺
田
之
稲
茎
作
刀
云
。
（
原
文
）
此
ノ
国
ニ
地
獄
ヲ
見
シ
者
、
紀
国
ニ
、
文
有
リ
。
寺
ノ
佃
人
ノ
な
子
走
ル
。
其
ノ
寺
ノ
田
ノ
稲
茎
、
刀
ト
作
ル
云
。（
読
み
下
し
文
）
佃
人
の
子
の
目
に
は
、
寺
の
田
の
稲
茎
が
地
獄
の
刀
林
に
見
え
、
そ
の
中
を
逃
げ
走
り
回
っ
た
と
い
う
説
話
に
な
る
の
で
あ
る
。
六
お
わ
り
に
Ｄ
は
、
法
相
宗
の
仏
身
仏
土
観
に
よ
る
「
変
化
土
」
を
め
ぐ
る
問
答
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
仏
土
観
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
他
の
個
所
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
３０６
〜
３１２
行
に
は
「
三
身
」「
心
ノ
内
ノ
浄
土
」
の
語
が
見
え
る
。
我
々
に
は
煩
悩
の
中
の
「
仏
ノ
種
」
も
「
心
ノ
内
ノ
浄
土
」
も
見
え
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
悉
有
仏
性
と
心
浄
土
浄
の
思
想
の
影
響
が
う
か
が
え
る
章
段
で
あ
る
。
ム
ネ
ウ
ツ
ハ
リ
カ
タ
ブ
キ
カ
己
ボ
ヤ
ブ
五
蘊
ノ
城
（
５５
）
梁
棟
傾
キ
差
ヒ
、
柱
ノ
（
５５
）
毀
レ
壊
ヤ
ド
ケ
ガ
ル
レ
バ
、
三
身
ノ
客
人
宿
ラ
ズ
。
定
ノ
水
濁
リ
穢
ル
レ
バ
、
遍
オ
ホ
知
ノ
月
現
レ
ズ
。
七
漏
ノ
疾
キ
川
ニ
ハ
愚
モ
賢
モ
共
ニ
溺
レ
、
三
毒
ノ
盛
火
ニ
ハ
尊
モ
卑
モ
同
ジ
ク
焼
カ
ル
。
客
塵
煩
悩
ノ
中
ア
ク
タ
ニ
隠
レ
テ
坐
ス
仏
ノ
種
ヲ
、
我
等
ガ
知
ラ
ズ
シ
テ
、
貧
女
ノ
坌
ノ
黄
金
ヲ
知
ラ
ヌ
ガ
如
シ
。
心
ガ
内
ノ
浄
土
ヲ
我
等
ガ
見
ズ
シ
サ
ヽ
テ
、
愚
人
ノ
淤
ノ
白
玉
ヲ
覲
ヌ
ガ
如
シ
。（
５６
）
能
化
ノ
仏
ハ
近
ク
坐
セ
ド
モ
、
我
等
カ
為
ニ
ハ
、
卅
二
相
ノ
中
ノ
一
ノ
相
ヲ
ダ
ニ
現
シ
給
ハ
ズ
。
八
十
種
好
ノ
中
ノ
一
ノ
種
好
ヲ
ダ
ニ
現
シ
給
ハ
ズ
。
西
方
兜
率
ハ
十
善
ノ
工
ノ
厳
ル
所
、
无
間
阿
鼻
ハ
十
悪
ノ
工
ノ
造
ル
所
ナ
リ
。（
３０６
〜
３１２
行
）
３５０
行
に
は
、
中
田
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
（
１２
）、
法
相
唯
識
の
用
語
「
同
体
三
宝
」
が
み
え
る
。「
同
体
三
宝
」
は
、
三
宝
（
仏
・
法
・
僧
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
三
宝
の
義
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
い
う
思
想
を
表
す
語
で
、『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
三
宝
義
林
に
「
三
宝
」
の
六
種
の
第
一
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
同
体
三
宝
」
と
「
一
体
三
宝
」
は
同
義
で
あ
る
。
同
躰
三
寶
云
。
一
躰
三
寶
云
。
一
切
ノ
仏
ハ
皆
同
躰
ニ
シ
テ
、
一
ノ
盧
舎
那
如
来
ノ
遍
法
界
身
ニ
於
イ
テ
名
ヲ
改
メ
形
ヲ
替
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フ
。
釈
云
。
薬
云
。
阿
云
。
此
ノ
理
ヲ
知
レ
ル
人
ハ
釈
迦
ニ
対
ヒ
奉
リ
、
薬
師
、
阿
弥
陀
ヲ
念
ジ
テ
、
礼
拝
ス
可
シ
。
山
河
大
地
ト
名
ヅ
ケ
、
草
木
ト
名
ヅ
ケ
、
国
土
ト
名
ヅ
ケ
、
郡
里
ト
名
ヅ
ケ
、
人
ト
名
ヅ
ケ
、
畜
生
ト
名
ヅ
ク
ル
モ
、
皆
□
躰
ナ
リ
。（
３５０
〜
３５１
行
）
一
切
の
仏
は
皆
同
体
で
、「
盧
舎
那
如
來
ノ
遍
法
界
身
」
が
名
を
改
め
形
を
替
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
釈
迦
は
変
化
身
で
あ
り
、
薬
師
仏
と
阿
弥
陀
仏
は
願
行
を
成
就
し
た
仏
な
の
で
受
容
身
の
仏
で
あ
る
。
法
相
宗
の
三
身
説
に
合
致
す
る
内
容
で
あ
る
。
「
此
ノ
理
ヲ
知
レ
ル
人
」
は
、
釈
迦
に
向
か
っ
て
薬
師
仏
も
阿
弥
陀
仏
も
念
じ
、
盧
舎
那
仏
を
法
界
身
と
し
て
仰
ぐ
。
一
切
の
仏
は
同
体
で
あ
る
と
い
う
「
理
」
な
の
で
あ
る
。
法
会
の
願
文
と
思
わ
れ
る
文
章
の
中
に
、
前
述
の
よ
う
に
薬
師
浄
瑠
璃
浄
土
往
生
を
祈
願
す
る
文
句
（
８０
〜
１２２
行
）
や
、「
補
陀
之
主
」
（
補
陀
洛
浄
土
の
主
、
観
音
菩
薩
）
に
帰
依
を
誓
う
文
句
（
６１
行
）
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
仏
諸
菩
薩
へ
の
信
仰
を
、
法
相
教
学
に
も
と
づ
い
て
「
一
切
仏
ハ
皆
同
躰
」
と
し
て
包
容
し
つ
つ
、「
心
ガ
内
ノ
浄
土
」
を
求
め
る
こ
と
が
、『
諷
誦
文
稿
』
の
浄
土
思
想
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
法
相
宗
は
六
世
紀
前
半
に
日
本
に
伝
来
し
、
奈
良
時
代
に
南
都
六
宗
の
一
と
し
て
興
福
寺
と
元
興
寺
を
中
心
に
興
隆
し
た
。
多
く
の
高
僧
を
輩
出
し
、『
諷
誦
文
稿
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
成
立
し
た
『
日
本
霊
異
記
』
の
編
者
景
戒
も
、
唯
識
を
学
ん
だ
法
相
宗
の
僧
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
後
期
を
代
表
す
る
法
相
宗
の
学
僧
善
珠
に
は
『
無
量
寿
経
規
見
鈔
』
な
ど
浄
土
経
関
係
の
著
作
が
あ
り
、
浄
土
教
の
受
容
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
（
１３
）、『
諷
誦
文
稿
』
に
み
ら
れ
る
浄
土
思
想
は
、
極
楽
往
生
を
説
く
浄
土
教
と
は
別
系
統
の
思
想
で
あ
る
。『
諷
誦
文
稿
』
成
立
の
直
後
で
あ
る
九
世
紀
後
半
よ
り
天
台
系
浄
土
教
が
勃
興
し
、
法
相
系
の
浄
土
思
想
が
巷
間
に
広
く
伝
播
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
日
本
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
一
系
統
と
し
て
記
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
Ｄ
の
問
答
が
ど
の
よ
う
な
場
で
用
い
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
か
、
確
か
な
こ
と
は
不
明
だ
が
、
例
証
話
（
Ｄ
―
ｆ
）
を
付
け
加
え
た
ら
し
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
在
家
者
を
聴
衆
と
す
る
法
会
の
詞
章
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
法
相
唯
識
に
も
と
づ
く
浄
土
思
想
が
、
論
書
の
受
容
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
南
都
法
相
宗
の
宗
学
の
中
で
十
分
に
咀
嚼
さ
れ
、
民
衆
教
化
へ
と
開
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
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注（１
）
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
六
九
年
、
改
訂
版
一
九
七
九
年
）、
拙
稿
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」（『
国
語
国
文
』
一
九
九
一
年
九
月
）
参
照
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
原
本
は
昭
和
二
十
年
に
戦
災
で
焼
失
し
て
い
る
。
（
２
）
藤
本
誠
「『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
成
立
過
程
―
―
前
半
部
を
中
心
と
し
て
―
―
」（『
水
門
―
―
言
葉
と
歴
史
―
―
２３
』、
二
〇
一
一
年
四
月
）
（
３
）
以
下
の
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
読
み
下
し
文
と
行
数
と
連
絡
線
番
号
は
、
築
島
裕
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の
読
み
下
し
文
に
よ
る
が
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
他
に
も
適
宜
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。
連
絡
線
（
２５
）
の
終
点
を
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』（
中
田
祝
夫
）、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
で
は
１９６
行
「
就
」
の
下
に
置
い
て
い
る
が
、
終
点
の
丸
印
は
他
の
個
所
で
は
通
常
、
行
の
中
央
か
右
側
に
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
（
２５
）
の
終
点
は
１９７
行
の
鉤
点
に
つ
く
も
の
と
判
定
し
た
。
（
４
）
注
（
１
）
中
田
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
第
一
章
二
節
・
五
節
参
照
。
（
５
）
長
尾
雅
人
『
中
観
と
唯
識
』
第
一
部
七
「
仏
身
論
を
め
ぐ
り
て
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
）
参
照
。
（
６
）
３８５
〜
３８８
行
に
み
ら
れ
る
「
三
身
仏
」
も
、
同
様
の
教
義
に
も
と
づ
く
と
思
わ
れ
る
。
カ
ヽ
イ
マ
如
ル
三
身
仏
ト
作
リ
テ
、
法
身
仏
ハ
法
界
浄
土
ニ
在
シ
テ
、
平
等
一
味
ノ
理
ヲ
証
シ
テ
、
自
ラ
法
楽
ヲ
受
ケ
タ
マ
フ
。
応
身
仏
ハ
他
受
用
浄
土
ニ
坐
シ
テ
、
十
身
ノ
盧
舎
那
身
ヲ
現
シ
テ
、
十
地
ノ
菩
薩
ヲ
化
ス
。
化
身
仏
ハ
化
身
浄
土
ニ
坐
シ
テ
、
八
相
成
道
シ
テ
衆
生
ヲ
化
ス
。
入
嬰
童
苦
成
降
転
滅
云
々
（
３８５
〜
３８８
行
）
仏
身
と
仏
土
は
、
以
下
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。「
法
身
・
応
身
・
化
身
」
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
三
身
の
名
称
で
あ
る
。
（
一
）
法
身
仏
―
―
法
界
浄
土
（
二
）
応
身
仏
（
盧
舎
那
身
）
―
―
他
受
用
浄
土
（
三
）
化
身
仏
―
―
化
身
浄
土
な
お
、
３８８
行
の
「
入
嬰
童
苦
成
降
轉
滅
」
は
、
化
身
が
化
身
浄
土
（
変
化
土
）
で
現
す
八
相
（
仏
の
生
涯
に
お
け
る
八
つ
の
重
要
な
こ
と
が
ら
）
の
こ
と
で
あ
る
。
諸
説
あ
る
が
、『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
に
引
か
れ
る
『
大
般
若
経
』
の
八
相
に
近
く
、
そ
の
一
文
字
ず
つ
を
連
ね
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
八
文
字
目
の
「
滅
」
は
「
入
涅
槃
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
大
般
若
経
五
百
八
十
八
に
亦
八
相
を
説
く
。
一
に
天
よ
り
没
す
。
即
ち
入
胎
の
相
、
二
に
嬰
児
即
ち
受
生
の
相
、
三
に
童
子
、
即
ち
受
欲
の
相
、
四
に
苦
行
、
五
に
成
道
、
六
に
降
魔
、
七
に
転
法
輪
、
八
に
入
涅
槃
な
り
」（『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
七
之
本
、
三
身
義
林
）
（
７
）
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
こ
の
１９２
行
以
外
に
、「
盧
舎
那
如
64
来
」（
３５０
行
）「
盧
舎
那
身
」（
３８７
行
）「
盧
舎
那
仏
」（
３９２
・
３９３
行
）
が
み
ら
れ
る
。
３５０
行
に
は
「
盧
舎
那
如
来
ノ
遍
法
界
身
」
と
あ
る
。「
盧
舎
那
身
」（
３８７
行
）
は
三
身
に
お
け
る
「
応
身
仏
」
と
さ
れ
て
い
る
（
注
６
参
照
）。
ま
た
、「
盧
舎
那
仏
」（
３９２
・
３９３
行
）
は
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
「
盧
舎
那
仏
身
ニ
在
ル
物
ソ
」
と
い
う
内
容
で
、
Ｄ
―
ｃ
の
仏
身
仏
土
観
に
通
じ
る
思
想
が
う
か
が
わ
れ
る
。
同
躰
三
寶
云
。
一
躰
三
寶
云
。
一
切
ノ
仏
ハ
皆
同
躰
ニ
シ
テ
、
一
ノ
盧
舎
那
如
来
ノ
遍
法
界
身
ニ
於
イ
テ
名
ヲ
改
メ
形
ヲ
替
ヘ
タ
マ
フ
。（
３５０
行
）
応
身
仏
ハ
他
受
用
浄
土
ニ
坐
シ
テ
、
十
身
ノ
盧
舎
那
身
ヲ
現
シ
テ
、
十
地
ノ
菩
薩
ヲ
化
ス
。（
３８６
〜
３８７
行
）
人
ハ
三
寶
ノ
恩
ヲ
蒙
レ
ド
モ
、
其
ノ
志
ヲ
知
ラ
ズ
。
日
觀
世
菩
薩
化
。
月
徳
。
星
虚
空
。
大
地
盧
舎
那
仏
身
。
天
道
。
人
道
。
地
云
。
餓
云
。
畜
。
阿
云
。
盧
舎
那
仏
身
ニ
在
ル
物
ゾ
、
菩
薩
ハ
或
イ
ハ
河
ト
作
リ
、
火
水
ト
作
リ
、
或
イ
ハ
雨
風
ト
作
リ
、
或
イ
ハ
果
薬
ト
ク
サ
グ
サ
タ
カ
ラ
作
リ
、
或
イ
ハ
稲
米
、
雑
ノ
貨
、
田
畠
ト
作
リ
、
食
ト
作
ル
。
皆
仏
身
云
。（
３９２
〜
３９４
行
）
（
８
）
天
台
宗
に
お
い
て
も
、
法
身
・
報
身
・
応
身
の
三
身
を
盧
舎
那
仏
・
盧
舎
那
仏
・
釈
迦
牟
尼
仏
と
し
て
い
る
。
法
身
の
如
来
を
盧
遮
那
と
名
づ
く
、
此
に
は
遍
一
切
処
と
翻
ず
。
報
身
の
如
来
を
盧
舎
那
と
名
づ
く
。
此
に
浄
満
と
翻
ず
。
応
身
の
如
来
を
釈
迦
文
と
名
づ
く
、
此
に
度
沃
焦
と
翻
ず
。
（『
妙
法
華
経
文
句
』
巻
第
九
下
、
釈
寿
量
品
）
（
９
）
藤
本
誠
「『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
史
料
的
特
質
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
―
書
入
れ
を
中
心
と
し
て
―
―
」（『
水
門
―
―
言
葉
と
歴
史
―
―
２２
』、
二
〇
一
〇
年
四
月
）。
（
１０
）
亀
井
孝
「
国
語
研
究
資
料
の
影
印
三
種
Ⅰ
東
大
寺
諷
誦
文
稿
」
（『
言
語
研
究
』
第
六
号
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
）
（
１１
）
「
若
ぢ
仏
子
、
一
切
の
刀
杖
・
弓
箭
・
鉾
斧
・
闘
戦
の
具
を
畜
ふ
る
こ
と
を
得
ざ
れ
」（『
梵
網
経
』
巻
下
、
第
十
畜
殺
生
具
軽
戒
）。
（
１２
）
注
（
一
）
中
田
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
第
一
章
五
節
参
照
。
（
三
宝
の
）
種
類
を
明
か
す
と
は
、
六
の
種
類
あ
り
。
一
に
同
体
、
二
に
別
体
、
三
に
一
乗
、
四
に
三
乗
、
五
に
真
実
、
六
に
住
持
な
り
。
同
体
と
は
、
勝
鬘
経
に
説
く
、
第
一
義
に
帰
依
す
る
は
、
是
れ
究
竟
の
帰
依
な
り
。
如
来
に
異
な
る
こ
と
な
し
。
（
中
略
）
又
云
は
く
、
仏
即
ち
是
れ
法
な
り
、
法
即
ち
僧
な
り
、
乃
至
仏
性
即
ち
是
れ
法
身
な
り
と
。
故
に
同
体
と
言
ふ
。
（『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
六
之
本
、
三
宝
義
林
）
（
１３
）
井
上
光
貞
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）
参
照
。
65
